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　0　優に一世紀を越えるマラルメ学の伝統の中心には、その晦渋とされる詩篇をめぐる註釈研
究の系譜がどっしりと腰を据えている。すでに詩人の生前から、〈火曜会〉の常連メンバーであっ
たポーランド生まれの批評家テオドール・ド・ヴィゼヴァが先駆的な業繍を発表していたし川、
二十世紀に入って本格的なマラルメ研究の口火を切ったのは、アルベール・テイボーデ、カミー
ユ・スーラ、エミリー・ヌーレ、シャルル・モーロン、シャルル・シャッセらによる一それぞ
れの読みの方法的基盤は千差万別であったにしても一本質的には註釈的といえる読解の営為で
あった＝2〕。マラルメに固有の、ほとんど反規範的ともいえる特異な語法が、通常のフランス人の
言語感覚には・多かれ少なかれ抵抗感を覚えさせる態のものであったせいか、これにつづく第二
世代の註釈家としては、アラン・ロウランド・チザム、ガードナー・デーヴィス、ロバート・グ
リア・コーン、ロイド・ジェイムズ・オースティン、チャールズ・チャドウィック、さらにはわ
が国の鈴木信太郎といった非フランス語圏出身の研究者の活躍が目立つのも注目に値しよう＝3〕。
　1961年に刊行されたジャン＝ピエール・リシャールの主著rマラルメの想像力の宇宙』｛4〕がそ
れまでのマラルメ学の水準を根底から刷新する画期的な成果であったことは疑うべくもない。と
はいえ、そのテマティック批評の冴えは当然のことながら、詩的テクストの斬新な読み直しに最
大の威力を発揮するものだった。そこで、現在に至る顕著な傾向としての、マラルメ研究の重点
が従来の韻文からむしろ散文の場へと移行したことが如実に示されるようになるには、1988年の
ベルトラン・マルシャルによる国家博士号請求論文rマラルメの’宗教」｛5〕の刊行を待たねばなら
なかった。もっともその3年前に刊行されていた同じ著者の第3課程博士論文『マラルメ読解」‘6〕
は、表題通りの伝統的なマラルメ詩の註釈であったわけだが。
　近年になっても、こうした註釈研究の流れは、探求の方向の抜本的な変化にもかかわらず、一
向に途切れる気配がない。1995年に刊行されたポール・ベニシューのrマラルメに従って』川は
明快で説得力に富む総合的な註解の試みとして好評をもって迎えられたし、詩人の没後百周年に
あたる1998年にも、ミシェル・ゴーティエが『明解マラルメ』｛8〕と題して、今日ではいささか古
風な印象を与える大冊の註釈書を新たに出版している。
　］世紀にわたる営々たる註釈作業によって、分厚いメタ・テクストの衣を纏わされてきたマラ
ルメの数少ない韻文作品に対し、もうこれ以上なにかを付け加えることは無益な業であろうか。
いや、そうではあるまい。それ自体ひとつの「謎」であるマラルメの詩篇、しかも決定的な解を
持たないこの奇妙な言葉の「方程式」に挑む研究者は将来も決して後を絶つことはないと思われ
る。
　ところで、これまで述べてきたのは、もっぱら1880年代以降に制作された、いわゆる後期詩篇
に当てはまることである。その極端にアクロバティックな統辞法、「マラルメ文法」と呼ばれるこ
ともある逸脱的な語法の解明にこそ註釈家たちの意欲はかきたてられてきたわけで、一方、そう
した難解さから一応は免れている、1860年代の初期詩篇はあまり本格的な註釈の対象とされてこ
なかったのが実情である。しかしながら、60年代初めのわずか数年間のうちに、ユゴーやボード
レールといった先班詩人たちからの圧倒的な影響を脱して、必死の自己確立を図った若きマラル
メのテクストにもそれなりの綿密な読み方が要請されるはずである。この時期における詩法や主
題系のめまぐるしい変容のうちに、マラルメがついにマラルメになっていく過程をつきとめてい
く作業は、やはり初期詩篇の詳細な読解によってしか達成できないだろう。そのような観点から・
今後も機会のあるごとに、マラルメの初期詩篇の註解を試みていくことにしたい（9〕。今回はその
中から《苦悩》をとりあげるoo〕。
ANGOISSE
Je　ne　viens　Pas　ce　soir　vaincre　ton　corps，6bete
En　qui　vont　Ies　p6ch6s　d’un　peuple，ni　creuser
Dans　tes　cheveux　impurs　une　triste　temPεte
Sous1’incurab1e　emui　que　verse　mon　baiser：
Je　demande自ton　lit1e1ourd　sommeil　sans　songes
P1anant　sous1es　rideaux　incomus　du　remords，
Et　que　tu　Peux　goOter　aPrさs　tes　noirs　mensonges，
Toi　qui　sur1e　n6ant　en　sais　p1us　que　les　morts：
Car　le　Vice，rongeant　ma　native　nob1esse，
M’a　comme　toi　marqu6de　sa　st6rilit6，
Mais　tandis　que　ton　sein　de　pierre　est　habit6
Par　un　c㏄ur　que　la　dent　d’aucun　crlme　ne　b1esse，
Je　fuis，p自1e，d6fait，hant6par　mon1inceul，
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Ayant　peur　de　mourir1orsque　je　couche　seu1．
　1－1　現存する1864年から65年にかけての3種類の手稿は、いずれも《ある娼婦にλα㏄θ
ρωα伽〉と題されていた。初出の第一次「現代高踏詩集」（1866年）において《心穏やかな女に
λcθ〃θ卿｛θ舳rα犯q舳1θ〉といったん改題されるが、1887年刊行の独立評論社版自筆写真石版刷
r詩集』以降、現行のタイトルとなる。＜娼婦〉のテーマを明示した最初のものといい、r悪の華』
の禁断詩篇の一篇《あまりに快活な女にλCθ〃θρ〃θ∫甘oρgα｛θ〉に酷似した第二のものといい、
この詩が明らかにボードレールの強い影響のもとで発想されたことを物語っている。
　1－2ababcdcdeHeggという脚韻を持つこのソネは、いわゆるシェイクスピア型ソネ（abab
cdcd　efefgg）の変形と見なされることが多いが、むしろ『悪の華」に数多く収められている変則
ソネsometirregulier（《猫Lθ0んαエ〉、《一騎討ち〃θ伽㎜》、《生命ある松明ムθハα舳θα㏄舳α刎》、
《霊的な曙Lスωθ∫ρ州伽θ〃θ〉、《語らい0αα8θ伽》等）の系列に属するものと考えるべきであろ
う。このタイプの脚韻のソネは、マラルメの初期詩篇では他に《鐘を鳴らす男Lθ8o帆犯θ〃》と
《陽春肋侃o〃ηθαω》がある。ついでにいえば、マラルメが厳密な意味におけるシェイクスピア型
ソネを書いたのは、1887年発表の散文詩《小屋掛芝居長広舌》に挿入された「焔のように燃え上
がる髪が…」（《ムαC肋①θ1〃θωo川’ωηθ皿α㎜㎜θ．．．》）ではじまる無題のソネが最初であるu1〕。
2 苦　悩
今宵わたしは、おお獣よ、一民族のもろもろの罪障が行き交う
おまえの体を征服しに来たのではない、その汚らしい髪の中に
ある陰1参な嵐を掘り抜きに来たわけでもない、
わたしの接吻が注ぐ癒しがたい倦怠のもとで。
　2－1　タイトルに用いられているa㎎oisseなる語は、「狭くする、締めつける」を意味するラ
テン語angereを語源とし、本来は「胸を締めつけられるような激しい不安」の意であり、この
詩にやがて現われる死のオプセッションに対応している。また詩人が最後にそこからの脱出を図
ろうとする娼家の部屋の、息苦しいような「狭さ」の観念を暗示するものでもある。ちなみに、
当初この語は複数形に置かれて、第一次r現代高踏詩集」にマラルメが投稿した全11篇の詩群の
総題に予定されていた＝1！〕。
　2i2　最初期のタイトルが示しているように、この夜詩人が訪れたのは、「獣よ」と罵られ、
「汚らしい髪」を持つとされている、とある娼婦のもとである。一股に、このソネの制作時期は、
初稿を送られたカザリスやルフェビュールといった友人からの返信の日付を模拠として1864年初
頭と推定されているのだが、ピエール・シトロンも指摘しているように、前年の8月にドイツ女
のマリア・ゲルハルトと結婚し、12月にトゥルノン高等中学校に着任したばかりの若き英語代理
講師の作としては、いささか穏当さを欠くテーマではあるだろう。この点にかんして「詩的創造
は個人的な生のリズムに即して発動するものではない」とするシトロンの説明は、いかにも常識
的な正論にしか見えないm〕。
　これに対し、『初期マラルメ』の著者オースティン・ジルは、制作時期を1862年11月から翌63年
8月にかけての詩人のロンドン滞在の期間にまで遡って考えるべきだと主張している＝lI〕。ジルが
その主張の根拠のひとつに挙げているのが、2行目の《En　qui　vont　les　p6ch6s　d’un　peup1e》とい
う表現で、つまりここで語られているマラルメの娼婦体験は、フランスの地方郡市でなく、異国
の首都でのそれと考えた方がより自然だというわけである。ボードレールによって喚起されたパ
リの娼婦たちは、しばしば詩人の「同類」や妹、ないしはミューズたりうる存在であったのに対
し（『悪の華」の詩人にあっては芸術そのものが「聖なる売春」に他ならない）、このソネの詩人
と娼婦のあいだには、ひとつの越えがたい溝が、あるいはどこか突き放したような距離が感じら
れるのはそのせいかもしれない。
　たしかに結婚以前の二人のロンドンでの同棲関係は決して平穏なものでなく、将来を悲観した
マリア・ゲルハルトがマラルメを残して幾度か単身で大陸にもどっていたこともあった。そして、
彼女の不在のあいだにマラルメがかつての悪癖に抵抗できずにいたと考えられなくもない。そも
そも、マラルメの初期詩篇における主要なテーマのひとつである〈不毛・不能st6ri1it6〉とは、
若年時の過度の性的放蕩によってもたらされた身体的衰弱に他ならないと彼自身が信じていたふ
しがあって05〕、この時期の「詩が書けない」というテーマにたえず色濃くかぶさってくる肉体的・
生理的な倍音を考慮に入れるならば、このソネが詩人の実体験とは無縁の場で創作されたとは一
概に決めつけないほうがいいだろう。
　2－3　もはや詩人は娼婦の肉体に束の間の快楽をむさぼろうとする欲望を確実に失っており、
荒々しい欲望の表現であるふたつの不定詞句（《vaincre　t㎝co印s》と《creuser／Dans　tes　cheveux
impurSune　triStetempεte》）は共に否定されている。
　あの〈危機〉の開始を告げた1866年4月28日付カザリス宛書簡u6〕でも用いられることになる他動
詞creuserには、①場所を示す名詞（句）を直接目的として、そこに「穴を掘る」卜1e　so1地面
に穴を掘る）、②ある場所を掘ることで生じる〈空虚〉を直接目的にして、「掘削する」（～un
tumelトンネルを掘る）、のふたつの用法があるが、ここでは後者の用法。おそらくは詩人の性
器を道具に、娼婦の「汚らしい髪」を掘り抜くことで生じる「嵐」とは、淫らな欲望の暴発の謂
いである。ことさらに暴力的なこの欲望の達成のイメージは、はっきりと否定されることで内向
化し、ひときわ虚像的な「陰惨」さを帯びる。
　力萎えた詩人が行ないうる唯一の性愛的行為は、傍らに横たわる娼婦に「接吻」することでし
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かないが、むしろかかる欲望を欠いたふるまいはその場の「倦怠」をいや増すばかりだ。この
「癒やしがたい」倦怠の重みに圧しつぶされながら、詩人はそれゆえひたすら＜忘却〉を念じるこ
とになる。
3　　おまえのベッドにわたしが求めるのは、悔恨とは無緑な、
　　天蓋の帳から舞い降りてくる、夢のない重い眠りだ。
　　　おまえならそれを真っ黒な嘘の後でたっぷりと味あうことができるのだ、
　　死者よりも深く虚無のことを知っているおまえなら。
　3－1　いうまでもなく〈忘却〉は『悪の華」の主要なテーマのひとつである。生の「倦怠」、
人間存在の悲惨な条件、さらには、この世に生まれてきてしまったこと白体の取り返しのつかな
い「悔恨」一たとえ一時的であれ、それらをいかにして忘れ去ることができるかにボードレー
ルは腐心していた。そして、そのための重要な手段として、アルコール、ドラッグ、性行為、あ
るいは眠りが試みられた。ところで、娼婦のもとを訪れた不能者である詩人には、最後のものを
選択する遣しか残されてない。彼が望むのは、夢を見ることもない、死のような「重い眠り」で
ある07j．
　3－2　この詩節に設定されている場面はできるだけ具体的に思い描いておく必要がある。まず
《lesrideaux》とは、rideaude1itのこと。つまり天蓋付きの寝台を取り囲むようにベッドカーテ
ンが垂れているわけだ。すでに詩人はそのなかにあって、娼婦の傍らで、仰向けに横たわってい
る。仰臥する詩人の視線は天蓋に向けられ、頭上を覆う布の襲のあたりから「眠り」が鳥の姿で
舞い降りてくる（《planant》）のを待っている。planerという動詞は元来「（烏が翼を動かさずに）
滑翔する」の意である。
　《les　rideaux　inconnus　du　remords》というのは、いささか分かりづらいが、文字どおり「悔恨
によって知られていないカーテン」ととる。『悪の華』には、
J’6taIerai　mes　baisers　sans　remord
Sur　ton　beau　corps　poli　comme　le　cuivre．ns〕
赤銅のように艶やかな、おまえの美しい体の上に
悔恨もなく私のくちづけを繰りひろげよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（《忘却の河〉）
Tombeaux　et　lupanars　montrent　sous　leurs　charmi1les
Un1it　que　le　remords　n’a　jamais　fr6quent6．u9〕
墓地と娼家は、その緑陰のもと
かつて悔恨が訪れたことのないベッドを見せている。
　　　　　　　　　　　　　　　（〈二人の情け深い姉妹〉）
といった、《remord（s）〉なる語を用いた類似の否定表現があることから、この一句は娼婦のイメー
ジを共通項として、「悔恨」の排除・忘却というテーマのひとつの変奏になっていると考えられる。
　3－3このソネにおいてマラルメがr悪の華」から借用した最も恐るべきヴィジョンは、上に
引用した〈二人の情け深い姉妹〉の一節にも見られるように、娼家のベッドとは墓であり、そこ
に横たわる娼婦も客も死骸にすぎない、という見立てであろう。r悪の華』においてより端的に
「死骸」が現われるのは、次のような一節である。
Une　nuit　que　j’6tais　prさs　d’une　affreuse　Juive，
Comme　au1ong　d’un　cadavre　un　cadavre6tendu，｛20〕
ある晩、見るもおぞましいユダヤ女の傍らで、
死骸に添うて横たわる死骸のようにしていたとき、
　　　　　　　　　　　　　　　（『悪の華』再版、㎜Iの無題のソネ）
　娼婦は死者たちよりもさらに死んでいる存在であるがゆえに、客との心の通わぬ、金銭ずくの
肉体の交わりの後で（「真っ黒な嘘の後で」）、死のような眠りを思うままむさぽることができるし、
「虚無」については誰よりも深く通暁しているのだ。そのことに対する羨望と怖れの入り交じった
感情が、のちにポール・クローデルが「フランス語で書かれた最も美しい詩行のひとつ」｛州と絶
賛した・《Toiquisurlen6antensaisplusque1esmorts》という一行に結晶することになる。
　3－4　この一行は同時期のソネ《夏の悲しみ》の第11行目《EttrouverceN6antquetune
c㎝naispas》＝2！〕（1862年に書かれた初稿では、《EtjouirduN6antoOl’onnepensepas》伽〕）とし
ばしば比較されることがある。そこで議論されるのは、「虚無を知るおまえ」と「虚無を知らない
おまえ」とのあいだにどのような関係があるのかという問題である。たとえば平井啓之氏の解釈
によれば、同じ「敗徳無残の娼婦」が一方で知っている小文字のn6antとは、「存在的、経験的な
次元」での現実生活の惨めさであり、他方で知らずにいる大文字のN6antとは、「存在論的な次元」
での世界の虚無性であるとされる｛2’1〕。ここは《夏の悲しみ〉を論ずる場ではないにしても、あえ
て若干の反論を試みるならば、《61utteuse　endormie》｛25〕と呼びかけられている相手が、同様に娼
婦であるという前提にはやはり疑間がある。真夏の砂浜に豊かな金髪をほどいて寝そべっている
女は、詩人の屈折した胸の内を知らない無邪気な恋人のイメージととるべきだろう。恋するがゆ
えにまだ＜虚無〉を知らずにいる無垢な女性を前にして、いかに愛し合っていても現世では完壁
な幸福がありえないことを知ってしまった詩人の「悲しみ」がこの詩のテーマのはずだ㈱。
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4　　それというのも＜悪徳〉がわたしの血統たる高貴さを蝕み、
　　おまえと同じように、わたしの体にも不毛のしるしを刻したからだ。
　　おまえの石で出来た乳房には、いかなる罪業の歯にも
決して傷つくことのない心臓が棲みついているが、
わたしはといえば、屍衣に取り糧かれ、蒼ざめ婁れはてて逃亡する、
ひとりで寝ると死んでしまうのではないかと怖れながらも。
　4－1　《Car．．．》以下2行は、詩人が娼婦の肉体を求めないことの釈明であり、ここでst6ri1it6、
あるいはimpuiSSanCeのテーマが明確になる。
　大文字ではじまる《1eVice》は、ボードレールの常套手段であるアレゴリー的用法であり、
rongerという動詞と組み合わされていることから、たとえば蛆虫の姿をしているものと想像され
る。ボードレールの《死後の悔恨〉の最終行には、「一そして蛆虫カ、晦恨のようにおまえの皮膚
を囑ることだろう」（《一Et　le　ver　rongera　ta　peau　comme　un　remords．》＝27〕）という表現が見られ
るし、さらにr㎝gerという動詞は《敵〉の中の「そしてわれらの心臓を曙る訳の分からぬ＜敵〉」
（《Et1’obscurEnnemiquinousrongelec㏄ur》｛捌）という一行でも用いられている。
　ここでの「悪徳」とは、当時のマラルメが白分の脳髄に大きな空隙を穿つ原因になったと信じ
ていた過度の性的放蕩、若年時の《priapiSme》のことに他ならないだろう｛㎜〕。それが「書けな
い」という詩作の不可能性の理由ともされていたわけだが、他の初期詩篇とは異なり、このソネ
ではそうしたエクリチュールの劇としての展開はむしろ背景に退き、もっぱら詩人の肉体的な不
能に焦点が当てられている。
　また一方で過剰な性行為の繰り返しが娼婦の体を不妊にするという一般的な観念があり、その
st6rilit6という一点において、詩人と娼婦は「同類」と見なされる。決して生あるものを産み出
すことのできないふたつの不毛な存在が、墓としての娼家のベッドに並んで横たわっている。
　4－2　しかしながら、待ち望んでいた睡眠が訪れようとするその瞬間に、詩人は娼婦とのこれ
以上の一体化を拒否するだろう。ふたつのテルセをまたがる次の2行は、死者よりも死んでいるこ
の娼婦の、詩人とは完全に異質な存在性を強調している。傍らにいる女は、もはやどんな罪深い
行為も歯が立たない固い心臓（干からびた心）を持った、無感無覚のミイラのように石化した状
態にある。かかるおぞましい存在と同質化してしまうことは、詩人もまた死という「虚無」に征
服されることを意味するのである。
　ボードレールの描く恋人たちは、
Nous　aurons　des　lits　pleins　d’odeurs16gさres，
10
Des　divans　profonds　comme　des　tombeaux，
Nous6changerons　un6c1air　unique，
Comme　un　long　sanglot，tout　charg6d’adieux；＝30］
私たちは持つだろう、かろやかな匂いに満ちたベッドを、
墓のように深々とした長椅子を、
私たちはただひとつの稲妻を交わすだろう、
しっかりと別れをこめた、長い鳴咽のような、
　　　　　　　　　　　　　　　（《恋人たちの死》）
と歌いながら意気揚々として死の床に就くのだが、そのような情死じみたエロスとタナトスの悦
惚は、娼婦との同化をあくまでも拒む詩人には所詮無縁のものである。
　すでに石化した娼婦の非人間的な堅牢性とは対照的に、詩人の方は「解体d6fait」してしまっ
ている。ただ、顔蒼ざめ、襲れはてたそのありさまが、むしろ残されたわずかな生命のあかしな
のかもしれない。襲いかかってくる＜死〉の想念にひたすら怯え、彼はあわてて娼婦の部屋から
逃げ出すだろう。
　4－3　詩人を突然怯えさせた＜死〉のオプセッションは、目の前の娼婦の異様な姿だけでなく、
二人のいる寝台をぐるりと取り囲むように天蓋から垂れている白いレースをふと意識したことか
らも生じたものにちがいない。決定稿の表題であるangoiSSeという語が暗示する〈狭隆〉の観念
をいっそう強調しているこのベッドカーテンが、彼には墓に横たわる死骸を包む「屍衣」に見え
てきたのだ。《hant6par　mon　linceu1》という表現は、《p自1e》という形容詞とも呼応して、まとわ
りついて離れない、不定形で（《d6fait》）、不吉な白い紗の揺らめきのイメージを見事に喚起して
いる。
　4－4　マラルメの初期詩篇には、脱出・逃亡のテーマを扱ったものが意外に多い。すぐに思い
出せる作品を挙げるだけでも、《窓》（「私は逃れる、そして窓という窓にしがみついて」）｛31〕、《蒼
空〉（「何処へ逃げたらよいのか、かかる無益で邪悪な反抗において」）｛31〕、初稿《遣化懲戒》
（「ミューズよ、一あなたの道化たる一私は窓をまたぎ越し、／あなたのケンケ灯のくすぶる
バラックから逃げ出した」）｛33〕、《海の微風》（「逃れよう！彼方に逃れよう！」）（30などがあり、い
ずれも脱出・逃亡の試みの果てに詩人を待ちうける失墜、ないしはその予感を結末としている。
　まさに《Jefuis》という一句を含む《苦悩》もまた、そうした＜逃亡詩篇〉のひとつに位置づ
けることが可能だろう。苦しみや怖れから脱出することが決定的な解放とはなりえず、反対に恐
るべき破局の予感が作品を締めくくるという構造も同じだ。その意味で、最終行の現在分詞構文
〈苦悩〉について一マラルメ初期詩篇註解｛1）
?
は原因・理由でなく、むしろ対立・譲歩を表わすと考えられるが、ただ死の強迫観念からの逃亡
の果てに、新たな死の予感が待っているというここでの結末には、いささか不器用で過剰なもの
が感じられなくもない。
　どうやらマラルメもその点は意識していたようだ。ヴイゼヴァの証言によると、彼が当時手に
入れた第一次『現代高踏詩集」（？）の冊子には、《Ayantpeurdemourir〉の上に、詩人自身に
よる鉛筆書きで《Etj’ai　peur　de　penser〉と訂正が施されていたという‘35〕。さらにシトロンによ
れば、晩年になってドゥマン版r詩集」を編集する際にも、mOurirのままにするか、penSerと
変更するかで、だいぶマラルメが迷った形跡があるとのことである｛36〕。たしかに、忘却の眠りと
いう〈非思考〉を娼婦のベッドに求めにやってきた詩人が、そこでの濃密な〈死〉の気配に脅か
されて娼家から飛び出したものの、ふたたび一人きりの自分の寝室で「悔1艮」の思いに苛まれる
ことの予感に恐怖するといった筋立ての方が、このソネに内在する論理からすれば、はるかに自
然なのであるほ7j。だが、最終的には、mourirという語の意味と響きの両面にわたる重々しい強
度が、この暗醤な詩のトーンにより相応しいとマラルメは判断したのかもしれない。最終行の奇
妙な分かりにくさ具合は、おそらくそのあたりに起因するもののように思われる。
　5　一般に《苦悩》はこの時期に書かれたマラルメの作品の中で最もボードレール的なテクス
トと考えられている。たしかにこの詩は、彼の初期詩篇のうちでは娼婦を主題にとりあげた実質
的に唯一の例であり、いうまでもなく都市におけるproStitutionのテーマはボードレールによって
　　　　　　モデルニテ開発された＜現代性〉の本質的な基盤をなすものであった。さらに、そうした主題系の共通性の
みならず、詩型や語彙の面でも、《苦悩〉は『悪の華」から借用した要素を巧妙に組み合わせた、
精綴なパッチワークに見えなくもない。
　しかしながら、このソネが当時マラルメの周辺にいた詩人たちから例外的といっていいほどの
高い評価を受けていたこともまた事実である。たとえば、ルフェビュールは、マラルメの詩法の「独
白な集中力」を称えながら、「とりわけ僕が念頭に置いているのは、君の娼婦へのソネのことであ
り、これは底知れぬ苦しみを湛えた真の傑作だ」と述べているし、カザリスやデ・ゼサールも同
様の称讃を友人に送っていた㈱。《苦悩〉がたんなるボードレールの模倣でしかないと受けとられ
ていたならば、当時まだ『悪の華」の著者の圧倒的な影響下にあった若い詩人たちの間での、こ
のように肯定的な評価はありえなかったはずである。それでは彼らは、この詩のうちに何を見て
とっていたのか。
　詩篇を構成する個々の要素はたしかにボードレールからの借用であるにしても、オーステイ
ン’ジルがいみじくもいうように、「重要なのは、借用そのものではなく、借用したものの否定と
変形の作用なのである」＝39〕。上で行なってきた分析にもとづいて、その点を最後に検証してみる
ことにしようo
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　《苦悩〉という作品の構造を基本的に特徴づけているのは、そこに現われてくる観念やイメージ
における相互間の際立った対立関係ではなかろうか。r悪の華」の二元論的世界が、諸感覚の〈照
応〉の密かな関係の網の目にからめとられることで、ややもすれぱ統一や融合を理想とする静的
な状態に陥る傾向があるのに対し、ここでのマラルメはことさら緊張した対立を持ち込むことに
よって詩篇にダイナミックな動性を与えようとしている。＜来訪〉に始まり＜脱出〉に終わるとい
う外枠の内部に、＜欲望〉と＜不能〉、＜睡眠〉と＜不眠〉、女の＜無感〉と勇の＜恐怖〉といった
対立の構図が描き込まれているだけでなく、イメージの面においても、ベッドに仰臥する姿勢の
水平性には、天蓋から舞い降りてくる眠りの垂直性が、また悪徳に囑られる脆弱な高貴さには、
どんな罪の歯も立たない堅固な心臓がそれぞれ対比させられているのだ。こうして詩篇には互い
にぶつかりあい拮抗する要素が組織的に導入され、わずか14行のソネとはいえ、そこにいわば演
劇的な運動が生じることになる。
　1864年初頭、マラルメはカザリスに宛てた手紙の中で、《蒼空》についての珍しく詳細な自作解
説を行なってから、次のように書いている。
　ご覧のとおり、エマニュエルや君のように、一篇の詩の中に詩句の音楽以外のものを求める
人間にとって、ここには真のドラマがある。そして、純粋で主観的な＜詩〉の観念とは相容れ
ない演劇的な要素と、〈美〉にとって必要な詩行の晴朗・平穏さを、それらに相応しい調和のう
ちに結合させることは、恐ろしく難しいことだった。｛40〕
　この一節が明らかにしているのは、マラルメ白身も「一篇の詩の中に詩句の音楽以外のもの」
を追求していた詩人であり、かつそれは「演劇的な要素」を内包した「真のドラマ」としての詩
篇に他ならない、ということである。さらに、こうした新しい詩のヴィジョンは、ボードレール
を越えるための有力な方向性のひとつとして、彼ら若い世代の詩人たちに共有されていたもので
はないか、という推測さえ許されるはずだ。
　その理念の実践として書かれた全36行の力作《蒼空》にマラルメがそれなりの手応えを覚えて
いたことは、上の書簡での口振りからも窺えるが、おそらく《蒼空》とほとんど同時期に書かれ
ていたであろう《苦悩》もまた、そのような「真のドラマ」としての仕掛けをそなえた詩篇であっ
たといえるだろう。
　ボードレールがついに実現できなかった劇作の夢ul〕に胸をふくらませて、マラルメが韻文悲劇
rエロデイアード』に着手するのは、この年の10月のことである。
　〔付記〕早稲田大学大学院文学研究科（フランス文学専攻）において延々と続けているマラル
メ講読の演習で、2001年度の4月から5月にかけてこのテクストを読んだ。毎年、後期の難解詩に
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手をつけるまえに、まず初期詩篇から一、二篇を選んで、いわばウォームアップのつもりで読み
はじめるのだが、よく分かっているつもりでいた詩でも、いざじっくり読んでみると、意想外に
難しい点や解釈に迷う箇所が必ず出てくる。できるかぎり多くの参考文献にあたった上で、それ
でも分からないところを、ゼミに参加してくれる学生諸君を相手に、ああでもない、こうでもな
いと議論しているうちに、ささやかながら、そのまま捨てておくのが惜しいような〈発見〉があっ
たりもする。忘れないうちに記録しておこうと一思、って書いたのが、以上の拙論である。世知辛い＜外
部〉の社会から見れば、まあどうでもいいようなことを、筆者と一緒に真剣に考えてくれた若い＜友
人〉たちに感謝を捧げたい。
　　なお、本研究は平成11年度早稲田大学特定課題研究助成費［課題番号99A－069］の交付を受け
ている。
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